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小児医療に係る現状（統計数値）について 

１ 人口動態 

令和２年の出生数を平成 22 年と比較すると、約 31％減少している。 

 

項目 H22 年 R２年 

出生数 9,745 人 6,718 人 

（出典：人口動態統計（厚生労働省）） 

 

○出生数 

 

 

２ 小児医療施設の状況 

病院、診療所の数は、ともに減少傾向にある。 

 H23 年 H26 年 H29 年 R2 年 

病院数 42 42 41 39 

診療所数 40 41 39 38 

計 82 83 80 77 

    （県医療政策室調査）    

 

   ※ 病院は小児科を標榜する一般病院であり、診療所は主として小児科を標榜してい

る診療所であること。 

  

資料２ 

第１回小児医療体制等 

検討部会（R4.8.9） 
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３ 医師数  

  本県の小児科医師数は概ね横ばいであるが、15 歳未満人口 10 万人あたりの医師数は増加し

ている（15 歳未満人口の減少によるもの。）。 

  

 

 

  

H26 H28 H30 R2

15歳未満人口

10万人対

小児科医

増減数

15歳未満人口

(R2国勢調査人口)

15歳未満人口

10万人対

対盛岡比

(%)

H30-R2 総務省統計局

全国 16,758 16,937 17,321 112.4 17,997 676 15,031,602 119.7 -

岩手県 141 138 142 101.4 139 ▲ 3 132,735 104.7 69.8

盛岡 79 78 82 146.4 81 ▲ 1 53,961 150.1 100.0

盛岡市 66 66 66 36 ▲ 30 33,724

八幡平市 3 3 3 2 ▲ 1 2,117

雫石町 1 - 1 - 1 1,584

葛巻町 - - - - - 418

岩手町 - - - - - 1,081

滝沢市 4 4 4 2 ▲ 2 7,615

紫波町 1 1 1 1 0 3,949

矢巾町 4 4 7 40 33 3,473

岩手中部 17 18 17 65.9 19 2 24,549 77.4 51.6

花巻市 4 5 5 4 ▲ 1 10,209

北上市 12 12 11 14 3 11,426

遠野市 1 1 1 1 0 2,554

西和賀町 - - - - - 360

胆江 9 8 7 46.0 7 0 14,361 48.7 32.5

奥州市 8 7 6 6 0 12,526

金ケ崎町 1 1 1 1 0 1,835

両磐 8 8 9 67.1 8 ▲ 1 12,391 64.6 43.0

一関市 8 8 9 8 ▲ 1 11,600

平泉町 - - - - - 791

気仙 8 7 10 173.6 8 ▲ 2 5,411 147.8 98.5

大船渡市 7 6 8 7 ▲ 1 3,398

陸前高田市 1 1 2 1 ▲ 1 1,637

住田町 - - - - - 376

釜石 5 4 2 45.2 2 0 4,082 49.0 32.6

釜石市 5 4 2 2 0 2,950

大槌町 - - - - - 1,132

宮古 6 6 6 74.5 5 ▲ 1 7,436 67.2 44.8

宮古市 5 5 5 4 ▲ 1 5,007

山田町 - - - - - 1,374

岩泉町 1 1 1 1 0 738

田野畑村 - - - - - 317

久慈 4 4 4 64.3 4 0 5,739 69.7 46.4

久慈市 4 4 4 4 0 3,726

普代村 - - - - - 219

野田村 - - - - - 429

洋野町 - - - - - 1,365

二戸 5 5 5 95.5 5 0 4,805 104.1 69.3

二戸市 3 3 3 3 0 2,541

軽米町 1 1 1 1 0 765

九戸村 - - - - - 511

一戸町 1 1 1 1 0 988

（単位：人） 
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【医師数の表に関する補足事項】                           

 ・ 医師・歯科医師・薬剤師統計は隔年調査であり、令和２年調査結果は、令和４年３

月に公表されたもの。 

 ・ 国の統計（集計）上、複数の診療科に従事している場合の主として従事する診療科

と、１診療科のみに従事している場合の診療科に従事する医師数であること。 

 ・ 「対盛岡比」は、R2 の盛岡医療圏（15 歳未満人口 10 万対医師数）を 100 とした場

合の比率である。 

（出典：医師・歯科医師・薬剤師統計（厚生労働省）、        

国勢調査に関する不詳補完結果（参考表）（総務省統計局）） 

 

【参考 全国の小児科医師数の状況】                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （出典：令和２年度医師・歯科医師・薬剤師統計（厚生労働省）、 

      図６ 都道府県（従業地）、主たる診療科（小児科）・専門性資格（小児科専

門医）別にみた医療施設に従事する人口 10 万対医師数  
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注： 人口10万対比率は、「15歳未満人口」により算出した。

小児科 小児科専門医
全 国 119.7 94.3
北 海 道 116.4 93.1
青 森 111.3 81.4
岩 手 104.7 76.1
宮 城 107.5 90.4
秋 田 129.2 102.3
山 形 116.4 86.5
福 島 101.0 75.4
茨 城 94.4 66.6
栃 木 115.2 86.3
群 馬 122.3 95.3
埼 玉 97.4 76.5
千 葉 95.4 72.1
東 京 166.0 138.7
神 奈 川 109.3 87.8
新 潟 108.5 89.5
富 山 132.4 101.4
石 川 133.2 98.3
福 井 127.3 87.7
山 梨 130.5 119.7
長 野 123.5 100.7
岐 阜 109.3 82.5
静 岡 98.8 82.8
愛 知 98.2 77.7
三 重 108.7 85.8

人口10万対
小児科 小児科専門医

滋 賀 124.8 100.4
京 都 156.3 123.0
大 阪 127.6 97.5
兵 庫 128.1 98.3
奈 良 111.7 90.4
和 歌 山 135.4 105.1
鳥 取 182.4 144.4
島 根 118.5 106.3
岡 山 138.4 111.0
広 島 105.4 87.9
山 口 119.0 85.8
徳 島 141.7 107.2
香 川 131.7 103.8
愛 媛 124.3 98.4
高 知 138.4 95.8
福 岡 128.9 104.5
佐 賀 109.9 87.0
長 崎 131.9 95.4
熊 本 114.8 72.0
大 分 124.7 91.0
宮 崎 99.1 64.9
鹿 児 島 97.3 82.4
沖 縄 100.0 70.5
全 国 119.7 94.3

人口10万対

令和２（2020）年 12 月 31 日現在 


